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軍配左端支えと軍配房振り
根 間 弘 海＊
１．目的
本稿の目的は，次の二つである。
 大相撲では取組の塵浄水のとき，三役以上行司は軍配の左端を支え
る。この所作はいつごろから始まったのかを調べる。この所作を「軍
配左端支え」と呼ぶことにする。
 横綱土俵入りでは，横綱が四股踏みからせり上がるまでの間で，行
司が軍配を左右に振る。この所作はいつごろから始まったのかを調べ
る。この所作を「軍配の房振り」と呼ぶことにする。
そして，次のような結論になっている。
 軍配支えが決まったのは，昭和５２年か５３年である。確証がないが，
昭和５２年が最も可能性が高い１。昭和５２年以前にも軍配支えは散発的
に行なわれているが，それがいつごろから始まったかは定かでない。
また，一定以上の位階の行司だけが行なっていたのかどうかも定かで
ない。昭和１１年の文献によると，軍配支えの握り方は「陰」と「陽」
を表わしている。老齢や格好よさのために両手で支えているのではな
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い。
 軍配の房振りが始まったのを確実に確認できる資料としては，明治
３０年代初期に描かれた錦絵や明治３３年に撮影した映像がある。房振り
があった可能性をほぼ確実に確認できる資料としては，明治１７年の天
覧相撲の梅ケ谷横綱土俵入りを描いた錦絵がある。慶応３年の陣幕横
綱土俵入りの錦絵では軍配が左横向きになっているが，それが房振り
を示唆しているのかどうか不明である。慶応３年以前の錦絵では房振
りを確認できる所作はまったく見られない。従って，房振りがあった
かどうかもわからない。
横綱土俵入りという儀式では，行司の軍配の持ち方が変化する。その持
ち方を説明の便宜上，次の３つの型に分ける。
 軍配くつろぎ型：軍配を右腿の上やその周辺に立て，左手は左腿の
上やその周辺に置く持ち方。
 軍配左端支え型：軍配を胸付近で横向きに水平にし，左手で軍配の
左端を支える持ち方。
 軍配左端浮き型：軍配を胸付近で横向きに水平にし，左手で軍配の
左端を支えない持ち方。
２．軍配左端支え
平成２７年現在，取組を開始するとき，行司は塵浄水の一連の動きの中で，
三役以上の行司は一瞬軍配を力士に向けるが，その際軍配の左端を支えて
いる。この所作には明確な名称はないが，本稿では「軍配左端支え」と呼
ぶことにする。幕内以下の行司はこの「軍配左端支え」はしない。軍配の
左端は手で支えず，宙に浮いたままになっている。もちろん，右手は軍配
を握っている。これは「軍配左端浮き型」になる。
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三役以上の行司が行なう「軍配左端支え」だが，支える左手の状態は行
司によって微妙に異なる。指全体や指の一部で軍配の下を支える場合もあ
るし，左端を握っているかのような場合もあるし，左端に手のひらを立て
ている場合もある２。要は，軍配を水平に保つように，その左端を支えて
いればよいのである。支える指の状態や握り方は行司の好みの反映であり，
単なる癖だと理解すればよい。
拙著『大相撲行司の世界』（吉川弘文館，２０１１）の中でこの「軍配左端
支え」について次のように述べている。
「力士が塵浄水を切っているとき，行司は軍配を肩の高さで水平にし，
西方力士に向ける。東方力士には向けない。（中略）三役力士が登場
する取り組みでは，水平にした軍配を左手で支えるが，そうでない力
士の取組では支えない。２９代木村庄之助によると，三役以上の力士の
取組で軍配を左手で支えることに統一したのは２４代木村庄之助のとき
からである。」（pp．７７―８）３
拙著『大相撲行司の世界』では「軍配左端支え」のことを「軍配下支え」
と呼んでいるが，「軍配左端支え」のほうがよさそうだ。支え方は行司に
よって異なり，必ずしも軍配下を支えているわけでないからである。軍配
は同時に右手でも握っているので，「軍配両手支え」と呼んでもよいかも
しれない。実際，現役行司の中にもこの所作を「両手支え」と呼んでいた。
行司の世界や相撲の世界では，この世界だけに見られる珍しい所作には，
必ずと言っていいほど特別な名称が使われているものだが，この「左手支
え」の所作についてはそのような名称がない。非常に不思議である。
この『大相撲行司の世界』の記述には，残念なことに，次のような事実
誤認がある。
 軍配の左端支えに統一したのは，２４代木村庄之助のときではな
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く４，２３代式守伊之助（熊谷氏）のときか２７代木村庄之助（熊谷氏）
のときである５。正確な年代は，昭和５２年か５３年である。昭和５２年で
あれば２３代式守伊之助のときであるし，昭和５３年であれば２７代木村庄
之助のときである。２３代式守伊之助は昭和５２年１１月に２７代木村庄之助
に昇格した。
 軍配の左端を支えるのは，三役以上の行司が裁く取組で行なう。従っ
て，取組の力士が幕内格であっても，この所作を行なう。軍配左端支
えは力士の格とは関係ないのである。
３．昭和５２年頃の話し合い
この軍配左支えがいつごろから行なわれてきたかに興味を持ち，現役の
行司や元行司たちに確認したところ，興味ある話を聞くことができた。電
子メールや電話や直接対話で得た情報である。この情報は相撲関連の雑誌
や新聞や書物などにはない。その意味で貴重である。いつか，きっと参考
になるに違いない。
 高砂親方（４６代横綱）が審判部長であったとき，当時の番付書きで
あった木村容堂（のちの３０代木村庄之助）が番付を見せに持っていた
ところ，部長から取組の際，軍配の左端を支えるように統一したらど
うかという話があったそうだ６。部長は同じ話を当時の行司監督式守
錦太夫（のちの２９代木村庄之助）にも話したらしい。その話を当時の
２３代式守伊之助（熊谷氏）に伝えたところ，式守伊之助はそれに賛同
し，行司会で検討した。
 高砂部長は，実は，同じ話を２６代木村庄之助（浅井氏）にも話して
いる。以前，ヒゲの伊之助（１９代伊之助）や年寄りの行司たちが軍配
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を両手で持っていて格好よかったことを記憶していて，それを現在の
行司たちにも行なうよう統一したらどうかと持ちかけたらしい。しか
し，２６代木村庄之助はその話を拒絶し，行司会に持ち出さなかった。
理由は，軍配を両手で支えているのは，年老いて体力が弱っているか
らであり，体力があればそのような所作をしないということだった７。
体力のある年寄りや若手は両手で支えていない。それに，両手で支え
ることに特別な「謂れ」があることを聞いたこともないし，「謂れ」な
どそもそもないはずだ。このように，２６代木村庄之助は考えていた８。
実際，２６代木村庄之助は昭和５１年１１月に定年退職するまで軍配を両手
で支えることをしなかった。
 ２６代木村庄之助が辞めた後，高砂部長は自分の考えを主だった行司
たちに再び話し出した。部長の話は一種の提案であったようだ。容堂
や錦太夫の名前がよく出てくるが，実際は立行司の２３代伊之助（熊谷
氏）にも話しかけていたに違いない。２７代伊之助はその提案を行司会
で取り上げ，検討することにした。それが軍配を両手で支えることに
なった話の発端である。つまり，高砂部長から話があり，それを行司
会が受け入れ，討議したことになる。
 行司会ではいろいろな意見が出たらしい。左端を支えるのは，年寄
が軍配を維持するのに疲れるのでその所作をしているのであって，元
気な若い行司はわざわざそれを行なう必要はない。実際，以前には，
年寄りの行司の中で左端を支える場合が多く見られたが，中には支え
ない行司もいたそうだ。それに，左端を支える「謂れ」もなく，何の
ためにそれを行なうべきか，伝統的な理由づけがなかった。行司会で
討議する頃には，三役格の行司は全員軍配の左端を手で支えていた。
ちなみに，その三役は正直９，伊三郎，錦太夫である。もうすでに５０
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歳を過ぎていた１０。
 高砂部長は初め幕内格以上だという私見を述べていたようだが，特
別に一定の位階に固執していなかったらしい。とにかく，一定以上の
位階の行司がそろって統一した持ち方をしてもらいたいということ
だった。行司会では，幕内以上という意見も出たし，有資格者（つま
り十両格以上）という意見も出た。雑談のような形式の討議なので，
いろいろな意見が出たが，結局，まず初めに三役格以上となり，後で
どの位階からするかを決めようということになった。三役以上の行司
はすでに左支えを行なっていたので，これには反対しなかった。上位
陣にしてみれば，すでにこれまでも左手で支えてやってきたし，今で
もやっているのだから，自分たちの行なっていることを再確認するだ
けの話である。問題は，それを幕内まで下げるかどうか，また三役以
上でも行司の自由意志に任せるかである。これは，今後検討する課題
として残した。
 実際に行なってみると，特別に支障もなかったし，見栄えもよく，
評判もよかった。行司会の中でも賛同する意見が多かったので，いつ
の間にか，三役以上の行司のみに限定するようになった。この状態を
続けるか，それとも検討し直すか，改めて決を採ったわけでもない。
試験的に三役格以上の行司として決めて実施してみたところ，特別に
反対意見も出ず，いつの間にか継続するようになったというのが真相
らしい。なぜそうなったかと言えば，行司会と言っても行司全員が一
堂に揃って討議するわけでなく，行司会で重要な仕事に携わっている
人たちが口頭で非公式に話し合って決めていたからである。もちろん，
最終的な決断を下すのは，最高位の立行司である。その行司が２３代式
守伊之助（熊谷氏）であり，２７代木村庄之助（熊谷氏）である１１。も
し三役行司以上の中から左支えを幕内格まで下げたらどうかという意
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見が出たならば，それをどうするか，行司会で討議したはずだが，そ
ういう意見は三役以上の行司からも幕内行司からも出なかったらしい。
実際に行なってみて，適当な時期に改めて検討することになっていた
が，その後，行司会の公式の会議では検討していないようだ。つまり，
三役以上の行司で行なっていたことが自然に認められ，いつの間にか
定着したらしい。それが現在まで続いていることになる。
 ２６代木村庄之助（浅井氏）は昭和５１年１１月に定年退職するまで，高
砂部長の提案した左端支えを拒否し，定年退職するまで軍配を両手で
支えることはなかった。これは，すでに述べた。軍配左端支えが話題
として再び持ち上がったのは，２６代木村庄之助（浅井氏）が定年退職
した後である。従って，話題が行司会で取り上げられるようになった
のは，昭和５１年１１月以降となる。行司会でそれを討議し，それを実施
するようになったのは，昭和５１年と５２年のうちいずれだろうか。
 軍配左端支えが行司会で決まったのは，２６代木村庄之助が退職した
後だが，昭和５１年１１月から５２年９月までの間なのか，それとも５２年１１
月の後なのかとなると，残念ながらそのいずれかを断定する確実な話
を聞くことはできなかった。何名かの行司さんに何とか思い出してく
れないかと再三お願いしたが，２６代木村庄之助（浅井氏）が辞めてか
ら何場所かに始まったことしか思い出せないという。この「何場所か」
を２，３場所として理解すれば，２３代式守伊之助（熊谷氏）が立行司
一人の時期になる。つまり，昭和５２年１月から昭和５２年９月の間とな
る。それを数場所として理解すれば，２７代木村庄之助（熊谷氏）と２４
代式守伊之助（正直）が昇格した昭和５２年１１月以降となる。結論を先
に言えば，私は前者の時期だったと推定している。
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 木村正直は昭和５２年１１月に２４代式守伊之助になったが，それ以前は
もちろん三役行司である。三役時代に正直はすでに軍配左端支えを
やっていた。行司会で軍配支えを話題にしたとき，正直がすでに立行
司なっていたことを示唆するような話はまったく出てこなかった。つ
まり，正直が立行司に昇格してから，軍配左支えが決まったという話
は出てこないのである。ところが，２３代式守伊之助（玉治郎の熊谷氏）
のとき，統一されるようになったという話はたくさん出てくる。玉治
郎や熊谷親方の名前は頻繁に出てくるのである。正直は新しい立行司
で発言を遠慮していたため，名前が出ないのだとも言えるが，「立行
司」という立場上，２７代庄之助（熊谷氏）と同じように話題の中に出
てきてもおかしくない。おそらく，立行司が２７代庄之助一人のときだっ
たので，玉治郎や熊谷氏の名前が頻繁に出ているはずだ。立行司には
それだけ権威があり，それだけの発言力もある。そういう背景に重き
を置けば，「軍配左端支え」に統一されたのは，昭和５２年１月から昭
和５２年９月の間である。もう一つ考慮したのは，すでに指摘したよう
に，２６代庄之助（浅井氏）が辞めて「何場所か」に行司会で討議した
ということである１２。２３代伊之助（熊谷氏）も同じ立行司とは言え，
年配であり格が一枚上の２６代庄之助には遠慮せざるを得なかったに違
いない。しかし，２３代伊之助は，今は立行司一人であり，自分の考え
を堂々と主張することができた１３。
本稿では，軍配左端支えが行司間で統一されたのは昭和５２年１月から９
月の間に違いないとしているが，それは行司たちの話の中で出るヒントを
基に下した推論である。決定的な証拠があって出した結論ではない。もし
かすると，左端支えは昭和５２年ではなく，昭和５３年に始まったかもしれな
い。すなわち，本稿の推論は間違っているかもしれない。この推論が間違っ
ているか，それとも正しかったかは，今後の研究に委ねたい。決定的な証
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拠となるものが相撲を扱っている雑誌や書籍などにないか調べてみたが，
残念ながら，見当たらなかった。昭和５２年から５３年当時，勤めていた行司
たちの話の中にヒントになるものがないかを探し，それについて行司たち
に直接尋ねてみたが，記憶があいまいで確かな年代は出て来なかった１４。
４．松翁の記事
昭和５２年後は，三役格以上は「左端支え」をしているが，それ以前はど
うだったかを簡単に述べておきたい。三役以上の中には左端支えをしてい
る行司もいれば，そうでない行司もいた。たとえば，２６代木村庄之助（浅
井氏）は昭和５１年１１月に定年退職するまで左端を支えていない。幕内行司
の中に左端を支えていた行司がいなかったかとなると，確かなことはわか
らない。ただ行司の話の中に，軍配左端を支えていたのは，どちらかと言
えば，体力的に衰えた年寄りだったという。体力に自信のある行司はその
所作を避けていたようだ１５。昭和５２年以前，どれくらいの行司が左端を支
え，また支えていなかったかを知るには，今後の研究に俟たなければなら
ない。
ところで，２６代木村庄之助は軍配左支えには「謂れ」はないと考えてい
たようだが，実は，あった可能性がある。というのは，「木村松翁（庄之
助）氏に行司の持ち器のことを訊くの記」（昭和１１年１０月５日）に次のよ
うな記述がある１６。
「式守は団扇を陽（掌を上にして）持ち，木村は軍配を陰（掌を下に
して）持ちます。塵を切るときはー力士の相対礼に立合うときは式守，
木村いずれも右を陰にし，左を陽に建向を受けます」
２６代木村庄之助が活躍していた頃には，その謂れが行司仲間に受け継が
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れていなかったかもしれない。その「謂れ」が明治の頃から行司仲間で語
り伝えられていたかどうか明らかでないが，軍配左端支えには陰陽の観点
から理由付けがあったらしいのである。これが２０代庄之助（松翁）だけの
考えでないことは，力士を呼び上げるときの軍配の持ち方にも違いがある
ことからもわかる。少なくとも昭和１０年代には「謂れ」が受け継がれてい
たが，２６代木村庄之助が行司として勤めていた頃には理解されていなかっ
たに違いない。なぜなら，２６代庄之助が「謂れ」などないと語ったとき，
誰も反駁していないからである。
軍配左端支えに「謂れ」があるらしいことはわかったが，その所作がい
つごろから始まったかは不明である。昭和５２年以前は，散発的であるが，
支える行司とそうでない行司がいたかもしれない。たとえば、『映像で見
る国技大相撲』（第１９号）では１７、立行司は軍配左端を手で支えている。
大砲と小錦の取組（行司は木村瀬平）と荒岩と常陸山の取組（行司木村庄
之助）で、行司は軍配の左端を一瞬支えている。軍配左端支えの基準がど
こにあったかは定かでないが、それが存在していたことは確実である。興
味深いことに、朝汐と梅ケ谷の取組（行司は木村瀬平）では、行司が軍配
を自分の頭の上に置いている。その所作が何を意味しているかは不明であ
る。他の取組では、現在の幕内以下行司と同じ所作である。明治３３年当時、
軍配左端支えがあったことは確実だが、それがどういう基準で行なわれて
いたかは不明である。映像の取組数が限られているため、確認できない。
また、明治３３年以前は、いつごろからその所作が始まったかもわからない。
左端支えが現在の基準と同じだったかどうかも、今のところ、不明である。
このように、左端を支える所作を巡っては、まだ解明すべきことがたくさ
んある１８。
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５．房振り
現在の横綱土俵入りでは，横綱が四股踏みをし，せり上がりをしている
間に「軍配の房振り」をする。房振りをいつ，どのタイミングで行なうか
については決まった規則はない。横綱が四股踏みをし，せり上がる間に房
を振り終えていればよいのである。行司によって横綱のどの動きで房を落
とし，それを左に右に振るかは微妙に異なる。房を軍配の外側で振る行司
もいるし，内側で振る行司もいる。いずれも許容されている。横綱がせり
上がりの動作を終える頃には，房振りをすでに終えている。そして，房を
適当に折りたたみ，右手に持っている。行司は軍配を横向きに水平にし，
左端を手で支えている。そして，横綱の動きに合わせて，土俵際に向かい，
そこで蹲踞する１９。
本稿では，この房振りがいつごろ始まったかを調べる。これまで房振り
がいつ始まり，どのような錦絵や資料に房振りが認められるかということ
は研究されていない。ずっと昔から房振りはあったはずだという思いは
あったかもしれない。しかし，その昔というのはいつ頃のことかとなると，
具体的な時期は定かでないはずだ。本稿はこれに挑戦したものである。そ
して，結論は決定的なものではなく，中間報告のような暫定的なものであ
る。さらに，研究を重ねれば，房振りがいつごろ始まったかを特定できる
ような錦絵や他の資料が見つかるかもしれない。
本稿で活用した資料は，主として錦絵である２０。錦絵と言っても，相撲
関連の文献の中で見るものに限られている。従って，量的にかなり限定さ
れた錦絵である。実際は，文献で見られない錦絵も数多いので，探し求め
ている肝心の錦絵を見落としているかもしれない。たとえば，房振りの様
子を明確に描いてある錦絵が明治１７年以前にあるにもかかわらず，それを
見ていないかもしれない。手元にある文献の中に房振りの様子がわかる決
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定的な証拠があるにもかかわらず，そのような錦絵を見落としているかも
しれない２１。
明治３０年代になると，当時の土俵入りを撮影した映像がほんの少しある
ので，それも活用することができた。江戸時代や明治時代の文献で，土俵
入りの房振りについて記述したものがないか調べてみたが，残念ながら，
見つけることができなかった。いずれにしても，房振りを明確にできる資
料が明治１７年以前に見つかれば，本稿で述べていることは修正しなければ
ならない。探し求めている錦絵や資料はほんのわずかでも見つかれば，そ
れが裏付けとなる貴重な証拠になるからである。本稿の研究には，そうい
う可能性が大いにあることを指摘しておきたい。
６．明治３０年代の錦絵
房振りを明確に確認できる錦絵には，明治３０年頃に描かれた錦絵や明治
３３年頃に撮影した映像がある。
 小錦横綱土俵入りの錦絵，明治３０年頃，春斎筆，木村庄之助。和歌
森著『相撲今むかし』（p．７７）。
横綱が四股踏みをしているとき，行司は房を左手で握っている。この
錦絵は房振りの所作そのものを描いているわけではないが，房を左腿
付近まで伸ばし，その先端付近を左手で握っている。先端は左腿の外
側で垂れている。これは房振りがすでに行なわれたことを表わしてい
る２２。
 小錦横綱土俵入りの映像，明治３３年。『映像で見る国技大相撲』（第
１９号）。
これは明治３３年に撮影された映像である２３。横綱小錦が四股踏みをし
ているとき，行司木村瀬平は房振りをしている２４。土俵入りは一連の
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動作がいくつかあるので，錦絵では絵師がどの所作を描いているか，
判断が難しいことがある。映像の場合，その一連の動きがはっきり映っ
ている。明治３３年には房振りがあったことを示す確実な証拠である。
先に見た小錦横綱土俵入りの錦絵で，房が左腿付近まで伸び，その房
を左手で握っているのは房振りの証拠だと指摘したが，それはこの映
像でも再確認できる。明治３３年頃に房振りがあったのなら，明治３０年
頃にもすでにそれがあったとするのが自然である。
 大砲横綱土俵入りの錦絵，明治３４年頃，玉波画，木村瀬平。堺市博
物館制作『相撲の歴史』（p．７７）／学研発行『大相撲』（pp．１６６―７）。
この錦絵では，横綱大砲が土俵中央で四股を踏んでいるとき，木村瀬
平が軍配を左手で支えている。左手の薬指と小指の間から紫房が垂れ
ている。木村瀬平は房を左手まで伸ばしているが，これは木村瀬平の
好みだったかもしれない。房振りでは房は折りたたんで右手に持つの
が普通である。この錦絵でも房振りそのものを確認できないが，房の
伸び方や軍配の左端支えなどから，房振りがあったことは間違いない
と言ってよい。
７．明治１７年の錦絵
軍配が左横向きで，房が左腿をまたいで長く伸びている状態を描いた錦
絵もある。その数はかなり少ない。これは房振り後の状態を描いたものか
もしれないし，そうでないかもしれない。本稿では，次の三つの事項を満
たせば，直前に房振りがあったと解釈している。
・三つの事項
 横綱が四股踏みの動作をしている。
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 軍配が胸付近で左向きになっている。
 伸びた房を左手で持っている。
次の錦絵はこの基準を満たしている。
・天覧相撲の梅ケ谷横綱土俵入りの錦絵，明治１７年，国明画，木村庄
三郎２５。和歌森著『相撲今むかし』（pp．７２―３）／酒井著『日本相撲
史（中）』（p．７０）。
房が左腿のほうへ伸び，その先端が垂れ下がっている。軍配は左横
向きになっているが，左端を手で支えていない。この房の状態は房
振りが行なわれていたことを示しているはずだ。しかし，木村庄三
郎は横綱の四股踏みの間ずっと，軍配を左横向きに維持していたの
かもしれない。
この錦絵では房が左腿まで伸びている。もし房振りが行なわれていな
かったなら，房をわざわざ伸ばすための所作をしなければならない。横綱
土俵入りで房振りをせず，わざわざ房を伸ばす所作があったか否かは不明
である。本稿ではそのような所作はなかったはずだと推測している。もし
この推測が正しければ，明治１７年にはすでに房振りがあったことになる。
しかし，この推測が間違っていれば，明治１７年に房振りがあったかどうか
は定かでないことになる。
８．軍配左端浮き型
軍配を左横向きにし，その左端を手で支えない。
〈江戸時代〉
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 陣幕横綱土俵入りの錦絵２６，慶応３年，国輝画，式守伊之助。学研
発行『大相撲』（pp．１１６―７）／田原町博物館編『相撲錦絵展』（p．１５）。
国輝は横綱陣幕の横綱土俵入りを二つ描いている。図柄は明らかに異な
る。たとえば，横綱の左手の位置や鯱ノ海の座る位置が違う。
 陣幕横綱土俵入りの錦絵２７，慶応３年，国輝画，式守伊之助。田原
町博物館編『相撲錦絵展』（p．１９）。
この錦絵では，軍配は右腿に立てている。
軍配を左横向きに水平に保つことが「房振り」を示唆しているのであれ
ば，房振りは少なくとも慶応３年にはあったことになる。しかし，「軍配
左端浮き型」の持ち方だけでは房振りがあったかどうかはわからない。軍
配の左横向きは房振りと関係なく，別の所作かもしれないのである。すな
わち，房を振らなくても，軍配を左横向きにする所作があったかもしれな
い。
〈明治時代〉
 鬼面山横綱土俵入りの錦絵，明治元年から３年，国輝画，式守伊
之助。池田編『江戸相撲錦絵』（p．６５）／学研発行『大相撲』（pp．１１６―
７）／田原町博物館編『相撲錦絵展』（p．１９）。
 境川横綱土俵入りの錦絵，明治１１年，国明筆，式守伊之助。酒井
著『日本相撲史（中）』（p．３８）／学研発行『大相撲』（pp．１４２―３）。
明治１７年以前には，横綱土俵入りで「軍配左端支え型」の錦絵は見当た
らない。おそらく，軍配の左端を支えるようになったのは，明治１７年以降
であろう。例えば，次の錦絵では軍配を左手で支えている２８。
 大砲横綱土俵入りの錦絵，明治３４年，玉波画，木村瀬平。堺市博
物館制作『相撲の歴史』（p．７７）。
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 大砲横綱土俵入りの錦絵，明治３４年，玉波画，木村瀬平。学研発
行『大相撲』（pp．１６６―７）。
〈現在〉
現在の横綱土俵入りでは，行司は「軍配左端支え型」の持ち方であ
り，「軍配左端浮き型」と「くつろぎ型」の持ち方はない。現在の持
ち方がいつごろ定着したかはわからない。現在，「くつろぎ型」の持
ち方は，弓取り式の中で見られる。
９．軍配のくつろぎ型
軍配を右腿に立てて，特に房を折りたたんで右手に持っている場合，房
振りがあったかどうかは不明である２９。
〈江戸時代〉
 谷風・小野川両横綱土俵入りの錦絵，寛政３年頃，春英画，木村
庄之助。酒井著『日本相撲史（上）』（口絵）／堺市博物館制作『相
撲の歴史』（p．３８）。
寛政元年に谷風と小野川が横綱として誕生した。その頃は，土俵入
りの間，行司は軍配を腿の上に立てるのが普通だったようだ。この
錦絵では左手は描かれていないが，軍配を右腿の上に立てている。
 秀ノ山横綱土俵入りの錦絵，弘化４年３０，豊国画，木村庄之助。
酒井著『日本相撲史（上）』（p．３３２）３１。
 雲龍横綱土俵入りの錦絵，文久元年，国貞画，木村庄之助。酒井
著『日本相撲史（上）』（p．３７８）／池田編『相撲百年の歴史』（p．７４）
 不知火（光）横綱土俵入りの錦絵，文久３年，国貞画，式守伊之
助。酒井著『日本相撲史（上）』（p．３７８）。
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 陣幕横綱土俵入りの錦絵，慶応３年，国輝画，式守伊之助。田原
町博物館編『相撲錦絵展』（p．１９）３２。
〈明治時代〉
 不知火横綱土俵入りの錦絵，慶応３年から明治２年，国輝画，式
守伊之助。田原町博物館編『相撲錦絵展』（p．１９）。
 朝日嶽横綱土俵入りの図３３，明治１１年頃，式守伊之助。酒井著『日
本相撲史（中）』（p．４８）。
学研発行『大相撲』（p．１５４）にも朝日嶽横綱土俵入りの図がある。
これは写真でもないし，錦絵でもない。式守伊之助は軍配を右腿に
立てている。
１０．確認できる事例
これまで見てきたように，明治１７から２３年までの錦絵では房振りを確実
に証明することは指摘できないが，それがあったことを推測させる錦絵が
いくつかあった。それで，本稿では明治１７年には房振りがあったという解
釈をしている。明治３０年代に入ると，房振りを確認できる錦絵や写真や映
像は比較的豊富だ。いつか，明治１７年から３３年の間だけでなく，明治１７年
以前にも房振りを確実に確認できる資料が見つかるかもしれない。
ここでは，明治３０年代から昭和初期までに房振りが確認できる題材をい
くつか示すことにする。これは，単に参考のためである。なぜなら，いっ
たん房振りが確認できる年代がわかれば，その後，房振りは途絶えること
がなかったはずだからである。
〈明治時代〉
 常陸山横綱土俵入りの映像，明治３９年頃。『映像で見る国技大相
撲』（第１９号）。
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 太刀山横綱土俵入り写真，明治４４年。景山編著『古写真，プロマ
イド，カードで見る大相撲』（p．６８）。
〈大正時代〉
 大錦の土俵入り写真，大正６年頃。景山編著『古写真，プロマイ
ド，カードで見る大相撲』（p．７０）。
 栃木山土俵入り写真，大正７年。池田編『相撲百年の歴史』（p．１４９）。
〈昭和時代〉
 横綱双葉山の土俵入り写真。昭和１０年代。景山編著『古写真，プ
ロマイド，カードで見る大相撲』（p．３７）。
 横綱玉錦の土俵入り写真，昭和７年から１３年の間。池田編『相撲
百年の歴史』（p．１７０）。
時代が現在に近づくにつれて，房振りを確認できる題材は豊富にある。
逆に，時代が遠くなればなるほど，題材は少なくなる。そのため，房振り
の確認も難しくなる。特に，明治３０年以前には，それが顕著である。
１１．今後の課題
本稿では，房振りをはっきり確認できるのは明治３０年代初期としている
が，明治１７年の天覧相撲の錦絵でも「三つの事項」が確認できることから
房振りはあったはずだと解釈している。慶応３年の錦絵では房振りの可能
性があるが，そうでない可能性もある。なぜなら，軍配を左横向きにする
のは房振りと関係ない所作かもしれないからである。明治１７年の錦絵にし
ろ，慶応３年の錦絵にしろ，本稿では房振りがあったことを確実に指摘で
きなかった。今後は，これらの錦絵を参考にしながら，いつごろから房振
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りがあったか，その証拠を見つけることである。
房振りがいつごろ始まったかを調べるとなると，結局，少なくとも次の
可能性を検討することになる。
 房振りは寛政時代からあった。横綱土俵入りは寛政元年に始まっ
ているからである。
 房振りは寛政時代から慶応時代までの間に始まった。それはいつ
か。時の経過と共に軍配の持ち方も変化している。最初は「くつろ
ぎ型」が多かったが，江戸末期には「左端支え型」も見られる。こ
の変化は房振りにも影響しているかもしれない。
 房振りは明治時代に始まった。明治３０年代初期には房振りの確か
な証拠があるが，それ以前は可能性が確認できるだけである。たと
えば，本稿では明治１７年には房振りがあったと推測しているが，実
際にはなかったかもしれない。真実はいずれか，確かな証拠を見つ
けなければならない。
研究を重ねていけば，房振りを確認できる錦絵や資料が他に見つかるか
もしれない。見つかった資料が古ければ古いほど，それだけ房振りの始ま
りを知る手がかりとなる。房振りが始まったことを記した資料は見つから
ないかもしれないが，房振りの様子を描いた錦絵や資料は見つかるかもし
れない。そのような資料を見つけるのも今後の課題の一つである。
注
１ この軍配左支えの歴史的背景については特に昭和５０年代当時のことを覚えている何
名かの行司さんにお世話になった。ここに改めて，感謝の意を表しておきたい。登場
する人物の中には，私が直に確認できない者も何人かいる。そのため，その人につい
て述べてある部分に問題がないとは言えない。本稿で述べてあることに何か問題があ
るとすれば，それはすべて私の責任である。
２ 左手が支えるのが「陽」を表わすならば，手の平が上を向いた握り方が適切であり，
実際，そのように軍配を支えている行司が多い。しかし，中にはそうでない行司もい
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る。握り方の名称はどの握り方を適切とみるかによっても変わる可能性がある。
３ 軍配左端支えについては２９代木村庄之助に確認し，そのように記憶していたが，意
思疎通がどこかでうまくいかず，私が誤解していたようだ。結果的に，間違った記述
になり，２９代木村庄之助に大変申し訳ないことをしてしまった。ここで，改めてお詫
びをしておきたい。
４ ２４代木村庄之助（鬼一郎氏）の在任期間は昭和３１年１月から昭和４１年７月である。
２０代式守伊之助である。
５ 熊谷氏は三役の玉治郎から２３代伊之助（昭和４９年１月）になり，２７代木村庄之助（昭
和５２年１月）になった。定年退職したのは平成２年１１月である。
６ 木村容堂がいつ番付を見せに行ったかははっきりしないが，おそらく２６代木村庄之
助（浅井氏）が定年退職した昭和５１年１１月以後であろう。５２年１月場所の番付を書き
終え，それを見せに行ったに違いない。従って，５１年の暮れから５２年の始めだったに
違いない。しかし，これは推定であって，確かなことはわからない。
７ 実際は，年寄りだけが左端を支えていたわけではない。若い行司の中にも支える者
もいた。昭和３０年代初期に行司部屋が独立する以前は師匠の権威や一門の結束が強
かったので，兄弟子の行なっていることを受け継ぐ傾向があった。そういう雰囲気が
あったので，行司の所作にも年齢だけでは片づけられないものもあったかもしれない。
行司が全体として統一した所作をするようになったのは，昭和３０年代に入ってからで
ある。行司監督が指導するようになってからである。
８ あとで触れるが，軍配を両手で支えるには「謂れ」がある。これは２０代庄之助のイ
ンタビュー記事（昭和１１年）の中で見ることができる。２６代庄之助が行司として勤め
ていた頃には「謂れ」が受け継がれていなかった可能性が高い。少なくとも２６代庄之
助に「反駁」していない。
９ 正直は昭和５２年１１月に２４代式守伊之助に昇格し，昭和５９年３月に定年退職している。
従って，木村庄之助にはなっていない。おそらく，両手で軍配を支えることを討議し
ている当時は三役格の身分で，まだ伊之助に昇格していなかったかもしれない。その
辺が，実は，微妙である。
１０ この３名の行司は昭和５２年当時，三役の頃も行司を両手で支えているので，年寄り
というより中堅である。体力が衰えていたとは思われない。それを考慮すると，当時
はもうすでに，年寄りだけが両手で軍配を支えるという考えはなくなり，若手あるい
は中堅の行司の中でも両手で支えることに抵抗感はなくなっていたようだ。しかし，
幕内行司の中にも両手で支えるものがいたのかどうかわからない。
１１ 熊谷氏が２３代伊之助のときに決まったのか，２７代庄之助のときに決まったのか，実
際のところ，定かでない。２６代庄之助が昭和５１年１１月に退職したので，そのあと５２年
９月まで立行司は２３代伊之助一人だった。
１２ 番付書きをしていた容堂に高砂部長が軍配左端支えについて話をしたのが，２６代庄
之助が辞めた直後の場所だとすれば，おそらく昭和５２年に決まったとするのが自然で
529軍配左端支えと軍配房振り（根間）
ある。行司の話に出てくる「何場所か」にも適合する。行司間で意見が一致すれば，
実施に移すには時間はかからない。来場所からで実施してみようと決まった可能性も
ある。しかも，当時，三役以上は全員，左端支えをやっていた。
１３ ２３代伊之助（熊谷氏）は伊之助時代，軍配左端を支えていたので，高砂部長の提案
に賛同していたはずだ。この２３代伊之助が三役（昭和４１年から昭和４８年１１月）になっ
たと同時に，そのような所作を始めたかどうかはわからない。兄弟子がヒゲの伊之助
なので，その可能性は高い。また，昭和４１年当時，軍配左端支えをどの位階から始め
るかという取り決めもなかったはずだ。もしかすると幕内から始めていたかもしれな
い。三役になった頃には左端を支えていなかったが，ある時期から支えるようになっ
たかもしれない。昔は，左端支えが年寄りの所作のような印象を与えているが，真相
は必ずしもはっきりしないのである。
１４ 本稿を書き終えてから確かな年代を証明する話が聞けるかもしれない。記憶は何か
の拍子に浮かぶ場合も少なくないからである。しかも，当時のことを知っている行司
はまだ健在である。記憶があいまいであっても，それを補足する証拠は出てくること
もある。総合的に判断すれば，確かな年代は判断できる場合も少なくない。
１５ 軍配支えを老齢の行司が行なっていたという印象から推測すると，軍配支えはある
一定以上の位階の行司が行なっていたかもしれない。以前は定年制がなかったため，
上位陣には年寄りが多かった。そのため，年寄り行司が軍配支えを行なっていたよう
に映ったかも知れない。逆に，年寄りでない若手の行司は軍配支えをする資格に達し
ていなかったかもしれない。
１６ これはインタビュー記事である。相撲の月刊誌『相撲と野球』（昭和１８年１月号，
p．５４）にこの記事とほぼ同じものが「参考録」として掲載されている。この記事の
中の「建向」は「串の先」の意である。軍配の左端という意味に解釈して間違いない。
軍配に左手を添えるときは右手を陰にして持ち，左手を陽に受ける。これは「陰陽和
合」を表わしている。なお，この記事のタイトルの「持ち器」は，雑誌では「持用器」
となっている。
１７ この映像は本場所を撮影したものではない。土俵の背後に幕が張ってあるし、客は
一人もいない。四本柱もない。取組の顔ぶれから察すると、巡業中に映像用として撮
影したようだ。
１８ 南部相撲の『相撲極伝之書』には軍配を両手で支える所作が図で示してある。南部
相撲では，この所作はずっと昔からあったようだが，江戸相撲でどういう場面でこの
所作をし，いつごろからそれが行なわれていたかは不明である。また，塵浄水のとき
に，この所作があったのかどうかも不明である。たとえこの支えがずっと以前からあっ
たとしても，どの位階から行なわれていたかを調べなければならない。
１９ 横綱土俵入りでは最初と最後に蹲踞の姿勢で一礼をする行司もいる（現役では玉治
郎）。また最後に立ち上がった後，一礼する行司もいる（現役では４０代伊之助）。どの
姿勢で，いつ一礼するかは行司によって異なる。一礼することにポイントがあり，そ
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のやり方は行司に任せるようだ。明治時代の映像を観ると，蹲踞して手を土俵につけ
一礼している。両手をつけた行司がいたかもしれない。この一礼の儀式は，本稿の房
振りの研究と直接係わりない所作である。
２０ 土俵入りを描いてある錦絵が実際の場面を描いてあるとは限らない。土俵入りは動
きのある一連の動作の連続であり，絵師はその一部を強調しているかもしれないし，
いくつかの動作を組み合わせて描いてあるかもしれない。房振りが行なわれたにもか
かわらず，それを描いていないかもしれない。錦絵の情景からその直前の所作を推定
するのは間違っている可能性もある。錦絵が描かれた当時，その推定した所作はなかっ
たかも知れないからである。いずれにしても，錦絵は特定の場面を描いているが，そ
れは必ずしも真実そのものでないかもしれない。
２１ 横綱土俵入りは寛政元年１１月場所（冬場所）の７日目に初めて行なわれている（酒
井著『日本相撲史（上）』（p．１６６））。その土俵入りで行司がどんな役割を果たし，ど
んな所作を行なったかはわからない。また，寛政３年の上覧相撲では谷風と小野川の
横綱土俵入りが行なわれているが，行司が房振りをしたのかどうかはわからない。こ
の上覧相撲では露払いと太刀持ちも登場しているので，横綱が何らかの動きをしてい
るはずである。その間，行司がどのように軍配を持ち，どのような所作をしたのかは
不明である。軍配は土俵入りの間ずっと，右腿に立てていたかもしれない。当時の錦
絵では，「軍配くつろぎ型」が多く見られる。
２２ 南部相撲の『相撲極伝之書』には軍配房を左腿あたりまで長く伸ばす所作がある。
これは横綱土俵入りとは関係なさそうだ。この所作を江戸相撲との関係でどう捉える
べきかはっきりしない。もしこれが普通の所作であったならば，取組でも頻繁に見ら
れたはずだ。それを描いた錦絵がもっとたくさんあっても不思議でないが，そういう
錦絵はめったに見られない。いずれにしても，この所作はもっと調べる必要があるこ
とを指摘しておきたい。
２３ このビデオには解説書がついており，土俵入りの映像は明治３３年に撮影したものと
いう解説がある。取組の映像もあるが，それは明治３９年頃のものらしい。
２４ 行司は木村瀬平と判断したが，別の立行司かもしれない。錦絵でも行司名が記して
あれば問題ないが，それがない場合，判断が間違っている可能性もある。横綱土俵入
りは立行司が引くので，行司名にあまりこだわる必要はない。本稿の観点では，行司
名ではなく，房振りの有無である。
２５ 明治１７年の天覧相撲を描いた錦絵にはいくつかあり，土俵入りの様子も異なってい
る。軍配を左横向きに水平にしながら，房を折りたたんで右手に持っているものもあ
るし，房を左腿あたりまで長く伸ばしているものもある。いずれかが正しいはずだが，
どれが正しいのかわからない。軍配が横向きの場合，いずれも許容されたかもしれな
い。
２６ 陣幕は慶応３年１月に五条家から，慶応３年１１月に吉田家から横綱免許を授与され
ている。五条家の免許状は酒井著『日本相撲史（上）』（p．３９１）で見られる。横綱と
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しての在位は２場所。
２７ 横綱陣幕の土俵入りを描いた別の錦絵でも軍配を右腿に立てている（池田編『江戸
相撲錦絵』（p．６４））。図柄は違うが，同じ絵師（国輝）が描いている。
２８ 明治１７年から明治３３年の間の錦絵や明治１７年以前の錦絵で，軍配を両手で支えてい
るものを見ていないが，たまたま見落としている可能性がある。もしそのような錦絵
があったなら，軍配を両手で支えるかどうかは行司の自由だった可能性がある。なぜ
なら両手で支えないのが圧倒的だからである。
２９ 江戸末期に房振りがあったことを証明する写本がないか，何冊か調べてみたが，残
念ながら見つけられなかった。横綱土俵入りを描いた錦絵はいくらかある。横綱土俵
入りは威厳ある儀式なので，その中に房振りの所作があったなら，それを確認できる
錦絵があってもよさそうだ。しかし，今のところ，錦絵でも確実な証拠はまだ見つかっ
ていない。
３０ 秀ノ山は弘化４年に免許を受けている（酒井著『日本相撲史（上）』（p．３３２））。
３１ 横綱秀ノ山の土俵入りを描いた別の錦絵がある（学研発行『大相撲』（豊国画，式
守伊之助，pp．８４−５））。この錦絵でも軍配は右腿に立てている。
３２ 陣幕横綱土俵入りでは，先に見たように，同じ絵師でありながら，軍配を「左端浮
き型」で描いた錦絵もある。ほとんど同じ場面を描いていることから，当時，軍配を
どのように持つかは決まっていなかったかもしれない。もしこれが正しい見方なら，
房振りの判断はなお一層難しくなる。「くつろぎ型」の持ち方でも房振りがあった可
能性があるからである。
３３ 五条家から明治１１年に横綱免許。山形地方だけの免許だったらしい（酒井著『日本
相撲史（中）』（p．３８））。これは写真である。
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